
急激な地球人口の増加や化石資源の枯渇に対処
するために、持続可能な資源の開発が求められて
います。水素酸化細菌は水素を酸化してエネルギー
源とし、炭酸固定を行って増殖できる独立栄養性細
菌です。水素酸化細菌の高い炭酸固定能は炭酸ガス
の有機資源化という面から着目されますが、特に海
水から分離されたHydrogenovibrio marinusの細胞
の倍加時間は約60分と、現在知られる炭酸固定生物
の中で最速レベルの増殖力を誇ります。

本菌は溶存酸素や窒素源の制限条件など、特別な
培養条件でグリコーゲン様のグルコースポリマー
を生産するため、炭酸ガスの排出削減・有効利用と
有用資源の生産への利用が期待されます。水素によ
る炭酸固定は光合成と比較して、①高い生産性、②
広大な受光面積を必要とせず、高濃度CO2を含む排
ガスを小さなスペースで処理できる、③炭酸固定効
率が日照などの天候によって左右されないといっ
た利点が挙げられます。

特許第3064061号（P3064061）多糖類の製造方法

この図は、水素・酸素・炭酸ガスの混合ガスを培養
基質として供給し、水素酸化細菌を培養していると
ころです。増殖速度に合わせて新しい培地を供給
し、同じ流速で菌体培養液を培養槽から抜きとると
いう連続培養の方法により、大量の菌体を得るこ
とができます。グルコースポリマーであるグリコー
ゲンは酸素制限や窒素制限など、特別な培養条件に
することによって生産されます。
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食資源や医薬品原料等として、炭酸ガスからグリコーゲンを製造することに利用できます。

本研究は微生物の高い炭酸固定能を利用して、有用資源を生産しようとするものです。

農学部資源生物科学科　教授
西原　宏史

TEL・FAX　029-888-8685
URL	 http://info.ibaraki.ac.jp/Profiles/4/0000335/profile.html
e-mail	 hiro ＠ mx.ibaraki.ac.jp

◆キーワード
水素酸化細菌・炭酸固定・グリコーゲン

◆産業界の相談に対応できる分野
水素酸化細菌の利用
微生物炭酸固定の利用

水素酸化細菌の炭酸固定によるグルコースポリマーの製造


